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 本論文は 8 章で構成されている。第１章では、タイにおける米生産と市場構造の諸特徴
が解説され、本論文の目的と課題が述べられた。第２章では、課題分析に必要な事項に関
する先行研究の整理を行い、インディカ米の代替品種の普及状況とジャポニカ米の位置付
け、精米企業を中心にした契約栽培方式の広がり、消費者の米消費性向等が検討された。
第３章は、分析手法、事例調査の対象地・対象者の属性等に関する説明された。生産・流
通・加工に関してはチェンライ県、消費についてはバンコクを調査対象地に選定された。
ジャポニカ米生産者、集荷業者、精米会社、卸業者、小売業者、レストラン関係者等を対
象に調査を実施した。 
 第４章では、チェンライ県にてジャポニカ米を扱う精米会社の事業活動を分析し、そこ
と契約を結ぶ栽培農家の経営を調査した。精米会社は投入財を契約農家に提供する一方、
保証価格でジャポニカ米を買い上げていた。集荷業者が精米会社と契約農家との間に介在
する方式が広く普及しているのが大きな特徴である。第５章では契約栽培農家の経営分析
を行った。生産コストに最も影響を与えていたのは精米会社によって提供される肥料であ
った。ジャポニカ米生産によって栽培農家の所得が増加し、インディカ米生産以上に有利
であることが明らかになった。チェンマイ県ではジャポニカ米は経済性の高い代替品種で
あった。第６章では、ジャポニカ米の流通・加工過程が分析された。一般米に比べて流通
過程は短く、精米会社から卸売業者等を通じて、ジャポニカ米を需要する日本食レストラ
ンに配送される。流通過程においては精米会社が最も重要な役割を果たしていた。第７章
では、バンコクの消費者を対象に実施されたタイ産ジャポニカ米に対する意向調査の結果
が分析された。三つのジャポニカ米（タイ産、日本産、ベトナム産）の比較テストを実施
し、タイ産が味覚及び価格において優位にあることを実証した。今後もタイ産ジャポニカ
米に対する外食需要が伸び、契約栽培によって生産量が増大することが予測された。第８
章は全体の総括であり、集荷業者を介在させた特徴ある契約栽培方式が普及していること
が強調された。ジャポニカ米の栽培技術の普及では国・県の試験研究機関が重要な役割を
果たし、農家の生計向上に向けた取組が効果を発揮していた。今後の課題はジャポニカ米
の優良種籾の確保、肥料投入技術の改善、生産工程管理(GAP)の導入等である。 
 本論文では、タイ北部において生産されるジャポニカ米の生産から消費にいたる過程が
実証的に分析され、インディカ米に代わる新品種として定着しつつあることが明らかにさ
れた。日本食ブームの動向によっては、さらに契約栽培方式にもとづく生産方式が拡大し
ていくことが予測された。アジアに広がるジャポニカ米の生産・流通を扱った研究は少な
く、本論文がもつオリジナル性は高く、分析結果の社会的価値は大きい。 
 
 以上、審査の結果、本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
